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はじめに 

 

地球温暖化対策の実行が重要とされている中で、エコドライブの効果を認識し、その推進に積極的に

取り組んでいる地方自治体や、推進機関が増加しているが、より多くの一般ドライバーへのエコドライ

ブの拡大に繋げていくためには、さらなる取り組みが求められているのが現状である。  

そこで、これからのエコドライブ推進対策の情報の共有を目的として、エコドライブ推進シンポジウ

ムを開催した。 

 本シンポジウムでは、主に省エネルギーセンターの支援で、エコドライブの推進を既に展開している

自治体から、効果の高い取組みや課題をパネル掲示、またそのうち 4自治体には口頭発表にて取組みを

紹介していただいた。また有識者を招いた講演では、ハイブリッドカーでのエコドライブ方法など、こ

れからの推進活動に有用となる内容構成とした。 

 各自治体のエコドライブ推進の担当者、その他企業や地域で推進に取組んでいる方々、また一般の

方々にとっても大変役立つシンポジウム内容であり、様々な方々にご参加いただいた。 

本報告書は、このシンポジウムの結果を取りまとめたものである。 
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１. 開催結果 

 

1.1. シンポジウムで得られた成果 

 

 地球温暖化対策の実行が重要とされている中で、エコドライブの効果を認識し、その推進に積極的に

取り組んでいる地方自治体や、推進機関が増加しているが、それはまだ一部の自治体にとどまっている

のが現状であり、本シンポジウムはそのような自治体、推進団体同士の「知識の共有」を目的として 

開催されたものである。 

 シンポジウムでは、4自治体の推進状況の発表により、効果の高い推進施策が紹介され、活発に質問、

意見交換もなされた。実際に取り組まれている施策や、方法を他の自治体が共有することが期待される。 

 ポスターセッションでは、36 自治体それぞれのユニークな取組みや、施策が紹介された。ポスター前

では、説明員の話を熱心に聴く参加者が大勢見受けられ、すでにエコドライブに取り組んでいる、ある

いはこれから取り組もうとする自治体、企業の担当者の意識の向上につながった。 

 モータージャーナリストを招いた講演では、『これからのエコドライブ』と題した講演をした。非常

に参考になる話を聞くことが出来、来て良かった、との感想があった。 

また、シンポジウム終了後の情報交換会については、定員を上回る約 60 名の皆様に参加いただいた。

当日各自治体から説明員として参加いただいた自治体担当者を中心に、担当者と直接一対一で相談でき

る場であるいうことで、皆熱心に質問をしたり、説明に耳を傾けたりと、とても有意義な時間となった。 

  

 

1.2. シンポジウムの成否について 

 

・アンケートの結果から、各自治体よりの事例発表、有識者による 2講演、それぞれの内容について 

高い関心が示されており、来場者にとって有意義なシンポジウム内容であったということがいえる。 

情報交換会についても、定員を超える方々に参加頂き、非常に活発な意見交換をして頂けた。 

・アンケート中の、今後エコドライブの推進で省エネルギーセンターに相談したいことはあるか、との

質問に対して、数名の方から相談したい、とのお答えを頂いた。主に、推進団体や、自治体の方からで、

このことから、自治体の方にとって、本シンポジウムがエコドライブ推進を始めるきっかけ、またさら

なる展開の参考となることが出来た。 

 

以上から、「エコドライブ推進対策の情報の共有」と言う、シンポジウムの目標を達成することが出来

た。 
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２． 実施概要 

 

2.1. 開催概要 

 ■名称：エコドライブ推進シンポジウム～地方自治体での取り組み～(平成 21 年度) 

 ■日時：平成 22 年 3 月 19 日(金) 13:30～17:20 情報交換会を 17:40～18:40 に実施 

 ■場所：日本科学技術振興財団 科学技術館サイエンスホール 

 ■来場者数：合計 140 名(自治体等 34 名、推進団体 8名、教習所 7名、企業 68 名、個人 17 名、その

他 6名の参加)(ポスターセッション関係者など除く) 

 

 

2.2. 開催プログラム 

(1) 開会の挨拶(13:30～13:40) 

  経済産業省資源エネルギー庁 省エネルギー新エネルギー部 省エネルギー対策課 係長 

小林 正孝氏 

(2) 平成 21 年度のエコドライブ進捗状況に関する報告(13:40～13:55) 

  (財)省エネルギーセンターエコドライブ推進部 部長 谷口 正明氏 

(3) 地方自治体におけるエコドライブの推進事例発表(13:55～15:15) 

  ・石川県 環境部 地球温暖化対策室  佐成 美穂氏 

  ・大阪府 環境農林水産部 交通環境課 舟橋 弘勝氏 

  ・静岡県 県民部 環境局地球環境室  丸尾 保代氏 

  ・山形県高畠町 環境推進室      村上 奈美子氏 

(4) 休憩／ポスターセッション(15:15～15:45) 

エコドライブの施策を行っている地方自治体の活動内容について、展示パネルによる説明。 

(岩手県、山形県高畠町、山形県白鷹町、福島県会津若松市、栃木県、茨城県つくば市、埼玉県、 

埼玉県川越市、埼玉県狭山市、東京都、東京都荒川区、長野県、静岡県、富山県、石川県、滋賀県、 

滋賀県草津市、滋賀県守山市、滋賀県野洲市、大阪府、大阪府堺市、大阪府和泉市、兵庫県、鳥取県、 

島根県、島根県松江市、愛媛県、福岡県、福岡県福岡市、福岡県北九州市、長崎県、長崎県佐世保市、 

大分県日田市、鹿児島県鹿児島市、沖縄県、沖縄県那覇市、以上 36 自治体) 

(5) 講演：「これからのエコドライブ」(15:45～17:15) 

  ・テーマ 1：ハイブリッドでもエコドライブで燃費向上 モータージャーナリスト 斎藤慎輔氏 

  ・テーマ２：EV 性能を引き出してさらに CO2 削減    モータージャーナリスト 石井昌道氏 

(6) 閉会の挨拶(17:15～17:20) 

  財団法人省エネルギーセンター 常務理事 岸田健氏 

(7) 情報交換会(17:40～18:40) 参加者：約 60 名 
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３． 開会の挨拶 

 

経済産業省 資源エネルギー庁 省エネルギー新エネルギー部 省エネルギー対策課 係長 

小林 正孝氏 

 

本日 204 名の方にご参加いただいたと言うことで、私も普段は各自治体の方々とこういった形で、意

見交換できる場が数少なく、皆様とお会いできる機会を大変楽しみにしてまいりました。 

ご存知の通り、政権が変わり、地球温暖化対策に向けて非常に高い目標が掲げられております。当方

は自動車の燃費基準というものを担当しておりまして、新たな基準に向けて検討していかなければなら

ないという状況です。一方、2020 年を見通してどういった政策が効果的かと考えたときに、新車の燃費

がいくら上がっても、その車が十分に普及し、効果が確実に出てくることを見込むということは難しい

状況です。 

一方でエコドライブは、ドライバーの意識だけで 20％程度の CO2削減が出来る見込みがある、と言う

点で非常に重要な取組みだと思っております。このような取組みの裾野を、自治体の皆様のご協力を仰

ぎながら広げて行くことが最も重要なことだと考えております。 

本日はこの後、各自治体からの先進的な事例発表や、ご講演をいただきますが、これらを参考にし、

どのように広げていくか、が本シンポジウムの重要な目標だと感じております。 

ポスターセッションでも活発なご意見をいただきまして、ご要望などございましたら、お気軽に声を

掛けていただければと思います。 

本日はよろしくお願い致します。 
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４． 平成 21 年度のエコドライブ推進状況に関する報告 

 

 (財)省エネルギーセンターエコドライブ推進部 部長 谷口 正明氏 

 

(概要)エコドライブ普及活動の進捗状況に関しての報告 

 

運輸部門での CO2排出量は、全体の約 2 割を占めており、さらにその中で、自家用自動車は約 1 割を

占めている。この自動車関係の CO2排出量を削減していきたいということが、現在のエコドライブ推進

の背景にある。国の取組みとしては、「エコドライブ普及連絡会」を組織し、経済産業省・国土交通省・

環境省・警察省が一体となって取り組みを進めている。 

以下、連絡会を母体とし、様々な推進機関がエコドライブの推進に取り組んできた、概略である。 

１：運輸低公害普及機構(LEVO)では、エコドライブ管理システム(EMS)を推進している。運送業者を対

象に、エコドライブの実施運行状況の評価、EMS 用機器の貸し出し、データの収集、分析などを一体的

に行っている。また、EMS を実施している事業者を対象に、エコドライブ総合診断事業も始めている。 

２：環境再生保全機構では、エコドライブに取り組む優秀な事業所を対象に表彰するという、“エコド

ライブコンテスト”の開催を行っている。対象は、車輌を保有する企業全て。 

３：交通エコロジー・モビリティ財団では、貨物車のエコドライブ教習の認定を行っている。対象は、

トラックを保有する事業者。大型車メーカー、トラック協会、自動車教習所など。具体的には、教習テ

キストの頒布、教習会受講者に対しての修了書の発行などを行っている。 

４：日本自動車連盟(JAF)では、ＪＡＦエコアドバイザー制度を立ち上げ、団体や企業のエコドライブ

推進者に対し、実技講習、認定を行っている。2009 年までに 11 団体を認定している。その他、エコト

レーニング、教習会を全国各支部で多数行っている。 

このように、様々な推進機関でエコドライブが広がってきている。省エネルギーセンターでは各地で

自立的なエコドライブの推進をしていただくことを目標に、仕組みの構築、体制の整備、を進めている。 

その中で、今年新たに「推進チャンネル」として、様々な箇所での普及員育成を重点において、活動

を行っている。以下は、具体的な活動内容。 

１：推進者の育成･･･普及員、インストラクターの育成として、座学教習や、実車教習の出来る者を育

成している。その推進者が、講習会、教習会をさらに色々な箇所で行えるように整備を整えている。 

２：教材の整備･･･テキストの提供、計測時の解析、燃費の計測、を中心にエコモ財団と一緒に教材を

作成し、教習所や自治体の方に使っていただいている。 

３：エコドライブ推進チャンネル･･･省エネルギーセンターが支援し、自治体、自動車教習所と一緒に

なって教習会などを行っている。今年度は、推進企業と一緒に、実車教習なども行っている。 

様々な箇所でエコドライブ推進は広がっており、エコドライブ講習会受講者は、一昨年度で 6,000 名

だったものが、昨年度には１万名を超えており、今年度では２万名を超えた。養成された推進者が、更

に新たな講習会、教習会を実施していただいたおかげで、これだけの数の皆様に受講いただいているこ

とだと思う。 

今後の課題としては、実習、講習は増加しているが、 

それにとどまらず、エコドライブ自体の普及を 

どのように展開していくか、と言うことを 

考えていかなければならない。 
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５． 地方自治体におけるエコドライブの推進事例発表 

 

5.1. 石川県   

発表者：石川県環境部地球温暖化対策室 佐成 美穂氏 

 

(概要)石川県の具体的な施策例を紹介する。 

１：エコドライブマスター、指導アドバイザーの養成、認定 

自動車学校の教官を対象として養成講習会を開催、エコドライブの運転指導技術を習得した教官の養

成に取り組んでいる。養成した方を、“エコドライブマイスター”として認定している。エコドライブ

マイスターには、各自動車学校で開催するエコドライブ教室の講師を務めていただいている。また、 

県内企業、団体等からの、実技などを含むエコドライブ教習会を開催したいとの要請があった際には、

講師として派遣している。また、マイスターが講師となり養成しているのが、“指導アドバイザー”で、

主に座学講習の講師として協力していただいている。 

２：自動車教習所と連携したエコドライブ教室の開催 

平成 19 年度から、都道府県レベルでは初となる、自動車学校と連携したエコドライブ推進を図って

いる。県内には、14 校の自動車学校があり、毎年 3校ずつエコドライブ教室を開催してきた。現在まで

に計 150 名の受講者があり、今年度は 3会場で開催した。 

３：エコドライブ推進協議会との連携 

県内運輸関係団体などと連携し、平成 20 年度に“エコドライブ推進協議会”を立ち上げた。エコド

ライブ啓発ステッカーの作成、配布が主な取組みである。 

４：自動車運転免許更新時講習における普及啓発 

警察本部と連携し、自動車運転免許更新時講習時に、ビデオの上映(講習時間が 60 分以上の方)、 

パンフレット配布をする。講習の時間が決まっているので、エコドライブについて触れるのは厳しいと

の声もあったが、警察本部に協力いただき、県内の皆が免許証更新時にエコドライブについて学べるこ

とが出来る体制を整えた。 

その他、“エコドライブ推進事業所の認定”も行っている。一定期間燃費、事業所全体の燃料使用量、

CO2排出量などを報告してもらっている。エコドライブに取組みやすい環境をどのように作っているか、

継続的にエコドライブ推進に取り組めるような環境かどうか、が認定基準となる。その中から、特にユ

ニークな取組みを行っているところを“エコドライブ優良事業所”として認定、表彰。この先、事例集

を作成し、他の事業所に紹介する、などの活動をしたいと感じている。 

今後の課題として、企業によるエコドライブ実施の更なる推進、また県内全ての自動車学校にエコド

ライブマイスターが居る、といった環境を作りたいと考えている。 

 

 

（質疑応答） 

事業所を表彰する際の基準は何か、との質問があり、 

数値で基準を定めるのではなく 

ユニークな取組みをしていたかどうかなど、 

実施内容を基準に、表彰を行った、との回答があった。 
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5.2. 大阪府   

発表者：大阪府環境農林水産部交通環境課 舟橋 弘勝氏 

 

(概要)大阪府の今年度までの取組みについての紹介 

・エコドライブ実践プログラムの提供(平成 17 年度より)･･･マニュアルや、エコドライブ管理ソフトを

HP 上や冊子で提供。自由にダウンロードできる様になっている。管理ソフトは、給油量、給油時のメー

ターを入力するだけ、など出来るだけ簡単に使って頂ける様工夫している。 

・エコドライブ実施事業者の募集･･･エコドライブに取り組む事業者の支援を目的に、出前講座の開講、

燃費計の貸し出し、ステッカーの配布などを行っている。現在206社がエコドライブ実施事業者として、

推進に参加していただいている。 

・エコドライブ活動表彰(平成 19 年度より)･･･平成 20 年度には、おおさかエコドライブ大賞 1社、 

おおさかエコドライブ賞３社を表彰した。環境省、環境再生保全機構と協力し合い、大阪府域の自治体

に対して表彰を行っている。 

・安全運転管理者等法定講習での啓発･･･府警本部が行っている講習において、エコドライブ啓発リー

フレットを配布している。昨年度では、77 箇所で講習会があり、約 12,000 枚を配布した。 

・エコドライブ指導者の養成･･･講習会は、2 回目までは省エネルギーセンターに依頼していたものが、

3 回目には大阪府と堺市の中から養成された新たな講師によって指導が出来るようになった。これは大

きな進歩と言える。この 2 年間で、民間企業よる講座が 7 社、各 200 名(1,400 名)また、市町村による

開催が 10 市町村、各 420 名(4,200 名)。民間企業よりも、融通の利く市町村に普及員を養成し講座を開

いていただいた方が、普及は進むのではないかと感じている。 

・大阪エコドライブ連絡会の設置･･･府と各市とのつながりを深くすることを目的に、連絡会を設置。

年 2 回行い、5 月には導入的な内容を、8 月には情報交換会と称して各市町村の実践的な活動の紹介を

した。参加数は、5月は 7自治体、8月は 25 自治体に及ぶ。 

・運転免許更新講習での啓発･･･大阪府警の協力のもと、エコドライブ啓発 DVD を流すなどして、啓発

を行っている。 

以上、今年度までに行ってきたエコドライブ推進の取り組みである。 

今後も、引き続きエコドライブ連絡会の開催、エコドライブ指導者の養成、また自動車教習所との連

携を強め、エコドライブ普及体制の構築に努めたい。 

  

 

(質疑応答) 

都道府県と市町村の連携が進んでいるように思うが、 

どのような点に配慮するとうまく連携することが出来るのか 

という質問があり、各市町村によって温度差があることや、 

担当者だけなのか、もしくは組織として動いて頂けるのか、 

が難しい点である。 

府、市、自動車教習場などを巻き込んで 

広く進めていくことが必要。との回答を得た。 
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5.3. 静岡県  

発表者：静岡県県民部環境局地球環境室 丸尾 保代氏 

 

静岡県内の運輸部門 CO2 排出量の 96.1%が自家用車及び業務用車に起因していることを受け、自動車

からの CO2削減を目標にエコドライブ推進活動に取り組んでいる。 

以下、静岡県、及び(社)静岡県指定自動車教習所協会と、省エネルギーセンターの支援を受け行った

施策の紹介である。 

○静岡県全体としての取組み 

 「静岡県地球温暖化防止条例」において、自動車通勤等に係る対策として「自動車通勤環境配慮計画

書」制度を規定し、各事業所には、計画に則って活動してもらいその実績を県に報告しなければならな

いこと、と定めている。 

○今年度の活動について 

１：エコドライブインストラクターの養成 

県内 33 校の自動車教習所に 1 名ずつエコドライブインストラクターを設置した。省エネルギーセンタ

ー事業により 15 名、指定自動車教習所事業により 18 名のインストラクターを育成することが出来た。 

２：インストラクターによるエコドライブ教習会の実施 

養成されたインストラクターに講師になっていただき、県内 11 市町において、エコドライブ教習会を

開催した。インストラクターは、各市町に 3名ずつ派遣し、受講者は、一般市民、事業者、市町村議員

など 102 名に及んだ。教習会での燃費改善結果は、平均 16.7%との報告を受けている。 

○今後のビジョンについて 

・現在 33 箇所の、エコドライブインストラクターが所属する自動車教習所において、各インストラク

ターが他の指導員を、準インストラクターとして養成できるような制度を整えたい。 

・現在は各教習所に 1名のインストラクターだが、今後は数名のインストラクターがいて、各教習所 

ごとにもエコドライブ教習を受けられるような制度を整えたいとも考えている。 

・静岡県の各市町村で、最低 1回ずつエコドライブ教習が開催出きるよう、今後も推進を進めて行きた

いと思う。 

 

 

 

(質疑応答) 

自動車教習所の方が県のエコドライブ活動に協力すると 

何かインセンティブはあるのですか、との質問があり、 

特にインセンティブは無いが、熱心にご協力いただけたのは 

各自動車教習所はあくまでも企業なので、 

１名エコドライブインストラクターを設置することで 

企業への出張教室など、事業につなげられるのではないか、 

との思いがあったのではないかとの回答を得た。 
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5.4. 山形県高畠町  

発表者：山形県高畠町 環境推進室 村上 奈美子氏 

 

高畠町の推進状況について、主な 3点を挙げて紹介する。 

高畠町は、人口約 25,000 名に対して自動車保有台数は約 20,000 台と、1世帯あたり 2.78 台保有して

いる状況。車に依存している地域であり、エコドライブの必要性は非常に高いといえることが背景にあ

る。本年度でエコドライブ推進事業は 3年目であり、現在まで行ってきた、教習会の開催に加え、他市

町村支援活動、及びアイドリングストップ推奨交差点の選定、が今年度新しく始めた推進事業である。 

1：エコドライブ講習会について(19～21 年度) 

 実施回数は 3 年間で 88 回に及ぶ。主に実車講習を行い(74 回)、他には座学講習として DVD 講習(11

回)を行っている。受講者は 1,497 名で、実車講習受講者は 1,009 名。人口比で考えると、かなりの高

い受講率といえる。実車教習を支えている、“エコドライブ普及員”の構成員は、主に高畠町環境アド

バイザー、環境、総務、消防などの町の職員であり、他には ISO 企業環境担当者・交通安全専門指導員

といった構成になっている。 

 講習会は降雪時期を除き、主に平日 2回程度のカリキュラムを組んで行っている。時には、企業から

の依頼のあった日に行うこともある。また、開催場所も、多岐に渡り、希望する企業へ出向いて講習会

を行うこともある。 

 結果は、平均改善効果 18.85%との報告を受けている。実車教習の際は、診断ソフトを利用し、目で見

てすぐ分かるような結果を表示してあげることで、参加者にとって興味を引く内容としている。 

2：他市町村の教習会支援 

本年度は、山形県白鷹町の教習会支援を行った。支援内容としては、教習会の実施(2 日間、計 4回)、

教習会運営のノウハウの伝授(どうしたら人を集めることが出来るのか、等)、普及員候補の選定、など。 

3：アイドリングストップ推奨交差点の選定 

県内にアイドリングストップ推奨交差点を 4箇所、踏み切りを 2箇所設置した。設置の際には、アイ

ドリングストップをすることに意味があるか、との基準で場所を決定した。具体的には、赤信号の停止

時間が長いか、交差側の信号が見やすいか、安全性が高いかなど。苦労した点としては、警察の許可が

必要だった点、土地所有者の承諾を得る点、電力会社や NTT などに占有許可を申請しなければならなか

った点などが挙げられる。モンティデオ山形の協力も得ることが出来、現在では交差点に看板を設置し

て、啓発につなげている。 

今後の課題については、アイドリングストップ交差点を増やしたり、駐車場で行ったりすることが必

要となってくる点、また、エコドライブ教習会の受講者の確保などが問題となってくる。今後とも更な

る推進に力を注ぎたい。 

(質疑応答) 

アイドリングストップ推奨交差点に設置している看板だが、 

「５秒以上で省エネ効果あり」との文言が、 

知識の無い人が見ると危険を招く恐れがあるので、 

その点に気をつけて今後も推進していって欲しい、 

との意見が出た。 
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６． ポスターセッション 

 

 ポスターセッションでは、36 自治体に参加をしていただき、各自治体のエコドライブ推進状況につい

てパネルを掲示し、紹介した。また、その内 21 自治体からは実際の担当者が説明員として参加してい

ただき、聴講者の熱心な質問に答えるなど、活発なセッションとなった。 

 参加者は、36 自治体の各推進方法を興味深く勉強しており、シンポジウムアンケートからは、特に「山

形県高畠町」、「東京都」、また「島根県松江市」のパネルに対する興味関心が高かったことが分析され

た。 

 このポスターセッションは、自治体、参加者双方にとって有意義なセッションとなった。 

  

 

 

 

■ポスターセッションの風景 
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７． 講演「これからのエコドライブ」 

 

7.1. テーマ 1：ハイブリッドでもエコドライブで燃費向上  講師：斎藤 慎輔氏 

 

(概要)ハイブリッドカーのエコドライブについて、ハイブリッドカーとは何か、から入り、エコドライ

ブ方法までを紹介する。 

 

昨年、ホンダからインサイト、トヨタからプリウスのモデルチェンジのニュースが取り上げられ、ハ

イブリッドカーの認知度は上がってきた。 

 そうした中、ハイブリッドカーはもともと燃費がいいからエコドライブは要らないのではないかとい

うような声が聞こえてくることがあるが、大きな間違いである。ハイブリッドカーでも、使い方により

その性能をよく発揮できたり、もしくはせっかくの能力を発揮できなかったりする、ということがある。 

 まずハイブリッドカーとは何か。現在一般的なものは、普通のエンジンと電池モーターを組み合わせ

て走る車である。そのハイブリッドの方式にも現在存在するタイプには４種あり、それぞれを簡単に説

明する。 

１：パラレル式(インサイト、シビックハイブリッド)：ホンダ式 

エンジンとモーターを横に並べて付けてあり、この場合はエンジンが主になり、モーターはあくま

でも補助的役割を担っている。 

２：シリーズパラレル式(プリウス、SAI、等)：トヨタ式 

発電機をモーター以外に 1個持っているもの。メリットは、エンジンは走りながら動力と発電の両

方ができるという点と、モーターのみで走行が可能な領域が広く、電気自動車のように走ることが出

来るという点。つまりエンジンとモーターが半々ぐらいの役割をしている。 

３：シリーズ式 

エンジンを、動力としては使わずに、発電機として使う。エンジンの動力は走らせるためではなく、

あくまでもモーターを動かすために使い、走行時にはモーターのみ使用するもの。現在、バスやトラ

ックで一部実験的に使用している程度である。 

４：プラグインハイブリッド 

普段は完全に EV として走るもので、充電が家庭用電源からできるようになっている。 

次に、なぜハイブリッドカーは燃費が良いのか。主に 4つの理由が言える。 

１：エンジンは低回転が不得意、モーターは最初が得意という特性をうまく組み合わせているため。 

２：自動アイドリングストップ機能を持っているため。 

３：加速の際に、モーターで少しエンジンをアシストするため。 

４：減速していくとき、回生ブレーキがはたらくため。 

基本はこの 4点で燃費がいい、と言えるのだが、加えてエコドライブを実行することで、さらに高い

燃費を実現することが出来る。 

以下、ホンダ式、トヨタ式のエコドライブのポイントを紹介する。 

 ・ホンダ式のエコドライブのポイント 

停止しているときは基本的にはアイドリングストップをするが、発進の際は必ずエンジンがかかる。

発進の際にモーターだけで動かしていくということができないので、エンジンの負荷をできるだけ抑え、

一方でモーターのアシストをしっかり出すことが重要であり、そのためのアクセル操作をすることが燃
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費向上につながる。モーターのアシスト量は、インスツルメントパネルのメーターの中にモニターがあ

るので、それを見ながら適度なところでやっていくと、だんだん燃費が向上してくるのが分かる。 

 他には、減速時は回生ブレーキをうまく利用することが重要。そのためには、減速することがわかっ

たら、早めにアクセルを全閉にする。そうすると車が転がっていく中で、今度はモーターがタイヤ側か

ら回されて、発電機として働き、それが回生してエネルギーを取れるということになる。 

 また、夏場には、停止する前に早めにエアコンのスイッチを切ることで、アイドリングストップの時

間を長くすることができ、確実に燃費を上げることにつながる。明るい交差点であれば、夜間でもヘッ

ドライトをオフにして、スモールライトにするなどの方法もある。 

・トヨタ式のエコドライブのポイント 

トヨタ式の場合は、モーターで走る時間をたくさん取るようなアクセルワークをすると燃費向上につ

ながる。発進は、電気自動車のようにモーターだけで発進できるので、エンジンをかからないようにし

て発進させるということが重要。アクセルを強く踏むと、すぐにエンジンがかかってしまうため、うま

くアクセルコントロールして、エンジンがかからないまま、徐々に速度を上げていくことで、トヨタ式

のハイブリッドカーは、全くエンジンをかけずに、モーターだけで 70km まで行くことができる。ただ

しその間もバッテリーは消費しているため、そのあと充電が必要になり、その分発電のロスが多少はあ

るが、それにしても燃費の取り分は相当大きいと言える。トヨタ式の場合は、電子制御ブレーキなので、

回生量と普通のフットブレーキをうまく計算して、ドライバーが望む制動能力を車が出してくれる。 

以上、それぞれの特徴を生かしたエコドライブの方法を簡単に紹介したが、多くの自動車メーカーは、

ドライバーの運転を支援するようなシステムを装備している。例えば、インサイトには“エコスイッチ”

がついていて、これを押すことによって、ドライバーのアクセル操作がよりエコな方向になるように、

車の状況を見ながら、アクセルを抑え込む等と言ったことを自動で行っている。また、色でエコの状態

を教えてくれたりもするので、これを利用すると良いと思う。 

まとめとして、発進については、ホンダ式では、モーターアシストを活かす。トヨタ式ではなるべく

モーターだけで発進する。また、減速のときは、とにかく早めのブレーキ、もしくは早目のアクセルワ

ーク、回生ブレーキで、エネルギーを回収する。停車時はアイドリングストップをなるべく多く取れる

ような方法で運転する。以上がハイブリッドカーのエコドライブのポイントである。 

通常の車と大きく変わるものではないが、モーターの特性と回生ブレーキをうまく活かすことによっ

て、もともと持っている燃費能力をさらに上げることができる。これからハイブリッドカーに乗る方は

そういうことを覚えて乗っていただきたいと思う。 
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7.2. テーマ 2：EV 性能を引き出してさらに CO2 削減  講師：石井 昌道氏 

 

(概要)EV のメリットとデメリットを、EV 長距離走行の経験から、紹介する。 

 

EV(電気自動車)とは、ガソリンタンクとエンジンを取り除き、そこにモーターとバッテリーを積んだ

という、非常にシンプルな車である。燃料の補給は、家庭のコンセントから充電することが出来、原理

は扇風機と同じで、バッテリーにある電気をモーターに流すと、モーターが駆動を始めて、それで車を

走らせると言った、シンプルなものである。 

 特徴的なのは、回生ブレーキ機能である。モーター自体は発電機としても機能するので、これを利用

し、減速時のエネルギーで発電、充電して、またバッテリーに戻す。この回生をうまくやると、長距離

を走れるようになると言う特徴が、ガソリン車とは違い、エネルギーをうまく使うことが出来る、と言

うことでいい点だと言える。また、非常に環境性能がよく、ハイブリッドカーよりもさらにいい車だが、

エコドライブをすることでもっと引きだすことが出来るので、本日は皆様に紹介をしたいと思う。 

 ここで EV のメリットとデメリットを整理しておく。 

1：環境にやさしい点･･･CO2排出量は、ガソリン車の約 30％程度である。車自体から排気ガスが出ない

ため、建物の中を走っても、室内の空気を汚さないとか、いろいろな可能性がある。もし救急車が EV

だったら、手術室まで直に入っていける等、可能性は広がるであろう。 

2：静かで速いという点･･･エンジンがないため、音が発生するところがほとんど無く、静かである。 

また、モーターは回転したときから最大の力が出せるため、非常に早く加速することができる。 

3：燃料コストが安いという点･･･ガソリン車の 3 分の 1 から 5 分の 1 の燃料コストだと言われている。 

4：ガソリンスタンドに行く必要がなくなる点･･･家で充電できるため、スタンドへ行く煩わしさから解

放される。 

次に、デメリットを見てみると、 

1：車両価格が非常に高い点･･･三菱 i-MiEV では、政府の購入補助金を受けても 320 万円程度もして 

しまう。 

2：航続距離が短いという点･･･160km 程度しか走れない。 

3：充電インフラが求められる点･･･走行距離が短いため、街中や、高速道路のサービスエリアに充電で

きる設備が必要となる。後程、このデメリットも克服できることを紹介する。 

ここからは、一昨年 EV 洞爺湖キャラバンに参加した経験から、EV でのエコドライブの重要性をお伝

えしたいと思う。洞爺湖キャラバンとは、東京から洞爺湖まで約 800km を EV で走り、CO2の少ない EV

の魅力をアピールしようという試みであった。 

開催 1、2 日目を担当したのだが、ガソリン車と同じようなエコドライブに加え、EV ならではのテク

ニックとして、回生ブレーキを意識しながらの運転をした。すると、14.3km/kWh という結果が出た。kWh

とは 1kWh で 14.3km 走ったということであり、カタログデータよりも 6割ぐらいいい数字を出したこと

になる。ガソリン車ではカタログ値もなかなか出ないのだが、EV だと意識すればこんなにいい数字が出

るということは、走ってみて、本当に驚きであった。この結果が出た理由として、EV では、渋滞時など

で停止している間もアイドリングをする必要が無いため、その分燃費がよくなるという点。また、モー

ターは回り始めた瞬間から最大の力を出すことが出来るという点にある。 

 以上を踏まえて、EV のエコドライブというのは、急発進よりも穏やかな発進法がよく、加速について

も急よりは穏やかなほうがいい。ガソリン車もほぼ同じだが、EV の方がよりそれが素直に出やすいと言
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える。 

次に、車の種類を紹介する。電気自動車そのものはこれから普及が始まっていくが、まだすごく増え

るというところまではいかないと思う。ただプラグインハイブリッド、及びレンジエクステンダーEV、

この 2種類はだんだん増えていくのではないかと思う。レンジエクステンダーEV というのは、ハイブリ

ッドと同じで、基本的に電気自動車だが、航続距離が足りないため、発電機としてエンジンを積み込ん

でいる車のことを指す。この 3種類まで含めれば、けっこうな数が近々、街を走り始めるのではないか

と考えている。まだ先の話かなと思っている方もいるかも知れないが、回生ブレーキへの意識だとか、

そういうことがエコにつながっていく日も近いということである。 

 EV はまだまだ高いが、様々な補助金があるのは、もしかしたら今のうちかもしれないので、興味のあ

る人は早めに始めてみるといいのではないか。また家を建て替える、ガレージを替えるという際には、

ぜひ外にもコンセントを付けておくと、将来的にいいかと思う。 

 最後に、これまでの話を踏まえ、先ほど話しした EV のデメリットの克服についてお話する。 

1：車両価格が高い点･･･今後発売される EV は、今より求めやすい価格にする、とメーカーのコメント

があるので、期待したい。 

2：航続距離が短い点･･･カタログデータでは、160km となっており、短いように感じるが、実際の日本

の平均走行距離は、100km もいっていない、とのデータがある。ほとんどの普通のユーザーの方は電気

自動車でも事足りてしまうということではないか。 

3：充電インフラが必要である点･･･現在、インフラは着実に増えており、2～3年で状況は確実によくな

るのではないかと考えている。 

 EV はもちろん得意、不得意はあるが、使い方次第では十分に道具になってくれるというものでもある

と思う。もちろん使えない人はまったく使えなくて結構だと思うが、考え方を変えれば、ずいぶん使え

る人が増えるなということを実感している。 
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7.3. 質疑応答 

 

 講師の斎藤氏、石井氏に対して、活発な質問が多数出た。一部を抜粋して紹介する。 

 

１(自治体より)：2 世代目のプリウスに乗っていますが、山道から下りてくるときに、少しでもバッテ

リーにチャージできるようにということで、ドライブモードから Bモードに落として、エンブレをかけ

る状態にして下りてきている。それでエコになるのか。タイヤの回転数で貯まるということであれば、

まったく意味がないし、エンジンのモーターが回ることによって貯まるということであれば、回転数を

上げてエンブレをかけたほうが貯まるのかと思う。その点を教えて欲しい。 

(回答：石井氏) 山を下るときは、普通の D でも十分安全に下れるのであれば、D でもいいと思うし、B

のほうが走りやすいのであれば、Bでもいいと思いますが、燃費に関しては、Dでも、Bでも、ほとんど

変わりません。 

 

２(自治体より)：当市は今年、インサイトを 3台購入し、これから職員にエコドライブを周知していこ

うかと考えている。今後、プラグインハイブリッド車が出始めるということだが、また違ったテクニッ

クがあるのかどうか、教えて欲しい。 

(回答：斎藤氏)プラグインハイブリッドも、基本は EV なので、基本は先ほど石井さんが話していたよ

うなテクニックで大丈夫である。 

 また、車のバッテリーがエンプティに近くなってくると、通常のハイブリッドのようにエンジンがか

かって、充電をしながらエンジンで走ることになるため、そうなると今度はハイブリッドカーとしての

エコドライブということになってきますので、両方のやり方を組み合わせる必要がある、と言うことに

なる。 

 

３(推進団体より)：２点質問があり、１つ目はアイドリングストップのことについて。交差点でアイド

リングストップをすれば、たしかに燃費の面ではいいことは分かるが、ただ安全運転の面でどうなのか

ということについて教えていただきたい。2 つ目は、いま非常に問題になっているリコールです。編め

るかでプリウスのリコールが問題になっているが、これは回生ブレーキ特有の問題なのか、もう一つは

回生ブレーキを使う上での注意点があるのであれば、ご説明いただきたい。 

 

(回答：斎藤氏) アイドリングだが、確かに全く車の運転知識を持たずに、普通に乗られている方にと

って、アイドリングストップの操作はちょっと敷居が高いところがあるかと思うので、安全なところ、

できるところからやっていただきたい。例えば通勤途中、信号のタイミングがわかっているところとか、

今までスーパーの駐車場でエンジンをかけっぱなしで待っていたけれども、そういったときには必ず止

めるなど。まずそういう意識を高めるところから始めてほしいと思う。 

回生ブレーキの話だが、今回の問題は現実にはまだ調査中なので、本当のところは分からないが、回

生ブレーキを持つ車は独特の制御がある。ペダルフィールというか、ブレーキを踏んで車が止まってい

くまでの間、回生ブレーキとフットブレーキの割合を計算しながら、制動力が出るようなことを車の中

でやっており、いろいろ複雑なことをやっている。また車によっては、全制御ブレーキというものもあ

るので、従来の普通のブレーキとは若干、足から来る感覚とか、そういうものが違うところがあるのも

事実だと思う。 
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(まとめ) 

斎藤氏より：ハイブリッドカーが急速に普及し始めていて、そういう中で、ハイブリッドカーはもとも

と燃費がいいといっても、この燃費の伸びしろもかなりあると思う。皆さんにもきちんとハイブリッド

カーのエコドライブをしていただけるようになると、様々な面でかなり効果が出てくると思っている。 

 ハイブリッドカーもまだ発展途中ということで、いろいろなメーカーから出てくると思いますが、ど

ういうシステムにせよ、運転の仕方でやはり燃費がはっきり変わってくるので、また一生懸命取り組ん

でいきたいと思っている。皆様もぜひご協力願いたいと思う。 

 

石井氏より：ハイブリッドカーも EV も、もともと環境性能はすごくいいのだが、乗ってみるとさらに

環境意識が高まる車でもあると思う。一つは燃費計がちゃんと付いていて、どういう運転をすると、ど

ういう燃費になるというのがわかりやすいので、楽しくなってくるというところがあって、乗るほどに

環境意識が高まる。EV に関しては、買うのは勇気が要ると思いますが、とても興味を引く面白い車なの

で、エコとか、色々考える前に試乗でもいいから一度乗ってみることをお勧めしたい。 
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８． 閉会の挨拶   

 

財団法人省エネルギーセンター 常務理事 岸田健氏 

 

 本日は本当に長時間ご清聴いただきまして、まことにありがとうございます。ご講演いただいた斎藤

様、石井様、事例発表いただいた四つの自治体の方々、またポスターセッションに参加いただいた 36

の自治体の皆様、本当にお忙しいところ、ありがとうございました。 

 特に地域の皆様に対して熱心に取り組まれている自治体の方々のこれからの活動なくしては、なかな

かエコドライブも進みません。重ねてまたお願い申し上げます。 

 また講演にありましたように、われわれが従来やってきたガソリン車以外の EV、ハイブリッド車が広

がりは見せても、エコドライブはますます必要になってくるということを改めて実感しました。 

 いずれにせよ狙いは省エネルギーということですから、われわれが日常やっているような家庭のエア

コンの温度調節やスーパーのレジ袋は要らないとか、ああいう活動に近い、日常当たり前の実践行動に

なるよう期待を込めて、皆様とこれからも頑張っていきたいと思います。 

 今後とも、このようなことについて、皆様のご理解と、ますますの広がりを祈念いたしまして、閉会

のご挨拶に代えさせていただきます。 
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９． 来場者アンケート 

 

9.1. アンケートの実施概要 

 

シンポジウム来場者に対して行ったアンケートの配布数は 140 枚、回収数 86 枚、回収率は 61.4%であっ

た。 

 

9.2. アンケートの結果 

 

来場者アンケート内容に沿って、集計結果を報告する。 

 

Q1 今回のシンポジウムの内容についての関心 

 5 段階評価にそれぞれ点数を設け、その平均値をそれぞれの関心度として評価した。 

高畠町が評価点としては高いが、その他の内容も 3点台と、全体的に関心が高かったと推測される。 

 

 

関心がある やや関心がある 普通 あまり関心がない 関心がない
5点 4点 3点 2点 1点

21.4% 50.0% 27.4% 1.2% 0.0%

(18人) (42人) (23人) (1人)

9.5% 36.9% 46.4% 7.1% 0.0%

(8人) (31人) (39人) (6人)

10.7% 25.0% 59.5% 4.8% 0.0%

(9人) (21人) (50人) (4人)

41.7% 45.2% 11.9% 1.2% 0.0%

(35人) (38人) (10人) (1人)

14.9% 29.7% 48.6% 4.1% 2.7%

(11人) (22人) (36人) (3人) (2人)

29.2% 38.5% 27.7% 4.6% 0.0%

(19人) (25人) (18人) (3人)

評価点

3.47

3.92

石川県

大阪府

静岡県

山形県高畠町

ポスターセッション

講演

3.92

3.49

3.42

4.27

 

 

評価点は「関心がある」を 5 点、中間段階はそれぞれ 1 点ずつ減点、「関心がない」を 1 点として、平

均値を計算したものである。 
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Q2 ポスターセッションについて、関心のあったポスター 

  ポスター（展示パネル）に対する評価で、関心がもっとも高かったのは前回と同じく「高畠町」28.1%

（25 人）であり、次いで東京都 18.0%（16 人）、松江市 16.9%（15 人）となっている。（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.0%

28.1%

5.6%

3.4%

5.6%

12.4%

5.6%

10.1%

7.9%

10.1%

9.0%

6.7%

13.5%

6.7%

7.9%

5.6%

5.6%

10.1%

4.5%

3.4%

4.5%

2.2%

5.6%

16.9%

4.5%

6.7%

4.5%

9.0%

3.4%

5.6%

3.4%

4.5%

3.4%

12.4%

18.0%

7.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

岩手県

山形県高畠町

山形県白鷹町

会津若松市

栃木県

茨木県つくば市

埼玉県

埼玉県川越市

埼玉県狭山市

東京都

東京都荒川区

長野県

静岡県

富山県

石川県

滋賀県

滋賀県草津市

滋賀県守山市

滋賀県野洲市

大阪府

大阪府堺市

大阪府和泉市

兵庫県

鳥取県

島根県

島根県松江市

愛媛県

福岡県

福岡県福岡市

福岡県北九州市

長崎県

長崎県佐世保市

大分県日田市

鹿児島県鹿児島市

沖縄県

沖縄県那覇市
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Q3 所属する組織においてエコドライブ活動が有効と思うか 

  「大変有効である」と「有効だと思う」で 85%（71 人）を越えており、 

ほとんどの場合は有効と考えていると推測される。 

大変有効である
47.0%

有効だと思う
38.6%

有効だと思うが
実行しがたい

14%

有効だと思わない
0.0%

 

Q4 所属する組織でエコドライブを実施しているか 

  「既に実施している」ところが 67%（54 人）あり、実施度の高さが推測される。 

既に実施している
66.7%

実施していない
22.2%

実施を予定
している
11.1%
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Q5.Q4 で実施していると回答した場合にレベルアップする必要があると考えているか。 

 「レベルアップの必要がある」が 75%（42 人）と、実施されていてもほとんどの場合に 

レベルアップが必要と考えている事がわかる。 

どちらとも
いえない
21.4%

レベルアップの
必要がある

75.0%

既に十分なので
必要はない

3.6%

 

Q6.Q4 で実施していないと回答した場合、エコドライブを実施したいか 

 「実施したい」と「実施したいが検討中である」を合わせると 87.5%（21 人）となり、 

現在実施をしていないところでも、ほとんどのところでは実施に向けて前向きである事がわかる。 

実施したい
45.8%

実施したいが検討
中である
41.7%

実施の必要はない
12.5%
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Q7.エコドライブ推進に関して、関心のあるもの 

複数可での回答の結果、最も関心が高かったのは｢教習会・講習会」69.79%（62 人）であり、 

次いで「推進体制作り」42.7%（38 人）、「指導員の教育」41.6%（37 人）と続く。 

34.8%

22.5%

24.7%

29.2%

69.7%

38.2%

41.6%

42.7%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

広報活動

エコドライブ宣言

イベントの開催

コンテスト

教習会・講習会

燃費管理

指導員の育成

推進体制作り

その他
 

●その他の内容 

・地域に限らず、全国的に実施する必要あり。 

・エコドライブ商品を自動車学校と連携し推販したい。 

・安全な運転も忘れないように。 

・ガソリンスタンド等との連携。 

 

Q9.ご意見、ご要望、ご質問等ありましたら、ご記入ください。 

・ハイブリッドも電気自動車も非常に良い講演内容でした。 

・エコドライブのために安全を忘れているように思う。私は、25 年間無事故無違反を続けている。 

・詳しくて良かったです。 

・ＨＶ，ＥＶのエコドライブは、知識が無かったので、面白かったです。 

・指導員として指導するに当たり、効果的な方法があればその情報が欲しい。 

・燃費改善率の考え方を具体的に教えて欲しい。 

・事例発表は、参考になりました。都道府県レベルだけでなく、市町村レベルでの発表ももう少しある

と良かった。 

・ＨＶ、ＥＶのそれぞれの特性に合わせたエコドライブの重要性が理解できた。 

・良い講演会を機会していただき、ありがとうございました。ハイブリッド、ＥＶの話は大変良かった

し勉強になった。 

・交通渋滞緩和への対策を考えて欲しい。あるいは、組み入れて欲しい。 

・アイドリングストップは、一般乗用車には危険が伴うと思う。(装置がついた車以外) 

・エコドライブの条例が出来ても、市民の参画が少ない。本日の講演はすばらしく、これは例外中の例

外のケースではないか。 
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Q10 ①回答者の属性 

 来場者は、「民間事業（その他）」32.6%(29 人)が最も多く、次いで「民間事業者（自動車・運輸関係）」

19.1%（17 人）、「地方自治体職員」18.0%（16 人）と続く。 

その他
9.0%

市民団体・NPO
6.7%

地球温暖化防止活
動推進センター

6.7%

地方自治体職員
18.0%

国等の関連機関
職員
1.1%

自動車・運輸関連
の業界団体

6.7%

民間事業者
（自動車・運輸関

係）
19.1%

民間事業者
（その他）
32.6%

 

●その他の内容 

・省エネルギー推進普及員 

・自動車リース会社 

 




